
関
西
大
学
考
古
学
等
資
料

本
学
考
古
学
資
料
室
に
は
考
古
、
民
俗
、
歴
史
、
自
然
科
学
等

資
料
約
一
万
数
千
点
を
所
蔵
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
貴
重
な
資
料

は
、
学
界
は
も
と
よ
り
、
本
大
学
関
係
者
へ
も
未
発
表
の
も
の
が

多
く
、
学
術
報
告
書
と
し
て
の
発
表
が
待
た
れ
て
い
る
。

こ
の
ほ
ど
中
国
、
朝
鮮
、
我
が
国
の
「
古
銭
」
資
料
一
千
三
百

余
点
の
整
理
が
完
了
し
た
の
で
、
若
干
の
解
説
を
加
え
紹
介
し
て

み
た
い
と
思
う
。

本
資
料
は
昭
和
四
十
年
三
月
杉
山
恭
子
氏
よ
り
購
入
し
た
も
の

で
あ
り
、
中
国
古
銭
八
百
余
点
、
朝
鮮
古
銭
若
千
数
、
日
本
古
銭

四
百
余
点
、
外
国
銭
若
干
数
が
あ
り
、
貨
幣
史
、
経
済
史
は
も
ち

ろ
ん
、
史
学
研
究
資
料
と
し
て
も
非
常
に
参
考
と
な
る
も
の
で
あ

る
。
資
料
は
活
用
さ
れ
て
こ
そ
価
値
が
あ
る
も
の
で
、
死
蔵
さ
れ

る
べ
き
で
ほ
な
い
。
卒
業
論
文
、
学
術
研
究
論
文
等
必
要
で
あ
れ

ば
、
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

資
料
の
内
、
中
国
銭
は
八
十
数
種
に
お
よ
び
約
七
割
を
し
め
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
中
よ
り
平
常
目
に
と
ま
り
に
く
い
珍
ら
し
い
貨

幣
を
紹
介
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

古
代
中
国
に
お
い
て
、
い
ま
だ
貨
幣
が
鋳
造
さ
れ
な
い
時
期

、
、
、

は
、
子
安
貝
（
宝
貝
）
を
貨
幣
と
し
て
使
用
し
て
お
り
、
殷
代
の

か
た
ど

実
物
が
多
量
に
残
っ
て
い
る
。
貝
の
字
は
子
安
貝
に
象
っ
て
》

Y

な
ど
と
書
き
、
貝
は
お
か
ね
な
る
故
、
財
、
資
、
貨
な
ど
貝
の
つ

く
文
字
は
財
産
に
関
係
が
あ
る
。
貝
を
分
け
る
と
貧
と
な
る
の
も

道
理
で
あ
る
。
又
貝
は
礼
物
に
も
使
用
さ
れ
た
の
で
、
賞
、
賜
、

賓
な
ど
の
例
も
見
ら
れ
る
。
中
国
上
古
の
貨
幣
中
、
今
日
存
す
る

も
の
は
貝
幣
、
銅
幣
、
布
幣
、
刀
貨
、
銭
貨
の
五
種
類
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
古
い
時
代
順
に
若
千
の
資
料
を
上
げ
て
み
よ
う
。

、、
刀
銭
（
写
真
1
.
2
)
刀
貨
は
利
器
よ
り
造
ら
れ
、
形
状
、
文

字
等
に
よ
り
、
尖
首
刀
、
明
刀
、
円
首
刀
、
直
刀
、
斉
刀
の
五
種

に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
斉
刀
銭
、
明
刀
銭
各
一
枚
が
あ
り
、
斉
刀

銭
は
「
斉
」
の
国
の
刀
銭
で
あ
り
、
田
氏
の
発
行
し
た
も
の
で
あ

る
。
陽
面
は
斉
変
化
と
あ
り
、
「
公
」
は
法
で
あ
り
「
化
」
は
貨

の
意
味
で
あ
ろ
う
。
陰
面
は
「
行
」
と
刻
さ
れ
て
い
る
。
又
明
刀

角

「
古
銭
」
資
料
紹
介

田

芳

昭
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銭
は
刀
の
面
に
「
明
」
の
文
字
が
あ
る
こ
と
に
よ
り
名
付
け
ら

れ
、
燕
の
国
の
も
の
と
い
わ
れ
て
い
る
。
背
文
は
―
二
三
、
十

千
、
十
二
支
等
諸
々
の
文
字
が
刻
さ
れ
て
い
る
が
、
本
学
の
も
の

は
「
八
」
と
刻
し
て
い
る
。

、、
布
銭
（
写
真
3
)
方
肩
方
足
布
銭
で
あ
り
、
読
ん
で
字
の
如
く

布
の
肩
と
足
と
の
形
方
に
な
っ
て
お
り
こ
の
名
が
つ
い
た
。
本
学

の
も
の
は
安
陽
布
銭
で
、
背
文
に
「
安
陽
」
と
築
書
し
、
河
南
省

で
造
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
（
前
四
六

0
年
頃
）
。
こ
の
種
布
銭
は
、

多
量
に
鋳
ら
れ
た
と
思
わ
れ
、
中
国
各
地
の
地
名
を
築
書
し
た
も

の
が
見
つ
か
っ
て
い
る
。

、
、
、

蟻
鼻
銭
（
写
真
4
)
鬼
険
銭
と
も
い
わ
れ
、
扁
平
卵
形
の
青
銅

銭
で
一
方
に
小
孔
が
あ
る
。
ふ
く
れ
た
表
面
に
文
字
が
あ
り
、
顔

の
よ
う
な
の
で
「
鬼
腺
子
」
と
も
呼
ぶ
。
あ
る
い
は
「
口
六
朱
」
、

「
各
一
朱
」
と
も
読
ま
れ
る
も
の
も
あ
る
。
分
布
か
ら
み
て
戦
国

期
の
楚
の
貨
幣
と
さ
れ
る
。
泣
は
半
の
字
の
略
、
あ
る
い
は
狩
と

造
ら
れ
貝
の
象
形
の
文
字
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

、
、
、

半
両
銭
（
写
真
5
)
秦
の
始
皇
帝
が
天
下
を
統
一
し
重
さ
十
二

蛛
（
半
両
）
と
定
め
（
前
ニ
―
二
年
）
体
円
で
孔
を
開
け
練
磨
せ

ず
、
小
築
で
半
両
の
二
字
を
刻
し
て
い
る
。
そ
し
て
従
来
各
地
に

あ
っ
た
貝
、
布
、
刀
銭
貨
を
一
切
廃
絶
し
た
。
し
か
し
、
漠
の
高

祖
の
世
に
な
る
と
十
二
蛛
で
は
重
く
使
用
不
便
の
た
め
、
八
蛛
銭

と
軽
い
も
の
を
造
り
、
更
に
文
帝
の
五
年
（
前
一
七
五
）
四
蛛
半

両
銭
を
鋳
て
世
に
広
め
て
い
る
。
本
学
の
も
の
は
こ
の
四
蛛
半
両

銭
で
、
両
の
字
の
第
五
六
七
八
画
が
人
の
字
に
似
て
、
俗
に
人
字

半
両
と
称
せ
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
更
に
時
代
が
下
り
、
漠

、
、
、

の
武
帝
元
狩
四
年
（
前
―
一
九
）
に
五
蛛
銭
（
写
真
6
)
を
鋳
造

し
て
お
り
、
重
さ
五
蛛
(
-
―
―
・
ニ
五
グ
ラ
ム
）
こ
の
五
蛛
を
そ
の

ま
ま
銭
文
と
し
て
い
る
。
こ
の
貨
幣
は
、
前
漢
末
乎
帝
の
元
始
年

間
に
至
る
ま
で
鋳
造
さ
れ
て
、
そ
の
数
二
百
八
十
億
枚
余
な
り
と

い
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
多
種
類
で
十
四
・
五
種
に
の
ぽ
っ
て

い
る
。
本
学
の
三
枚
の
う
ち
穿
上
横
文
銭

a旦
帝
神
爵
年
間
（
前

六
マ
~
五
八
）
〕
一
枚
、
漠
末
の
も
の
で
、
四
角
決
文
五
蛛
銭
一

枚
、
北
魏
宜
武
帝
永
平
―
―
一
年
（
五
一

0
)
の
も
の
か
と
思
わ
れ
る

も
の
一
枚
が
あ
る
。

、
、
、

貨
泉
銭
（
写
真
7
)
新
の
王
葬
が
天
鳳
元
年
（
一
四
）
貨
布
銭

と
と
も
た
鋳
た
貨
幣
で
あ
り
、
五
蛛
銭
よ
り
や
や
小
さ
く
、
径

二
、
三
五
セ
ン
チ
で
表
に
方
郭
を
は
さ
み
右
よ
り
「
貨
泉
」
の
二

字
を
入
れ
て
い
る
。
日
本
各
地
の
弥
生
遺
跡
で
も
発
見
さ
れ
、
弥

生
期
の
年
代
を
推
定
す
る
う
え
に
重
要
な
資
料
で
あ
る
。

、
、
、

布
泉
銭
（
写
真
8
)
北
周
の
武
帝
保
定
元
年
（
五
六
一
）
七
月

鋳
造
さ
れ
た
。
銅
色
淡
黄
に
し
て
右
よ
り
「
布
泉
」
の
二
字
を
入

れ
、
製
作
は
極
め
て
精
巧
で
あ
る
。
他
に
武
帝
ほ
「
五
行
大
布
」

銭
二
種
を
造
っ
て
い
る
。
周
書
武
帝
紀
に
「
保
定
元
年
秋
七
月
更

鋳
レ
銭
文
日
1

一
布
泉
一
以
こ
当
五
与
＝
五
蛛
1

拉
行
…
・
・
・
建
徳
五
年
春

正
月
廃
ー
一
布
泉
こ
と
見
え
る
。

、
、
、
、
、

開
通
元
宝
銭
（
写
真
9
)
唐
の
高
祖
武
徳
四
年
（
六
ニ
―
)
七

月
に
天
下
の
銭
貨
の
余
り
に
も
紛
乱
し
て
い
る
の
で
新
た
に
貨
幣

を
鋳
造
し
た
。
こ
れ
が
「
開
通
元
宝
」
銭
で
末
代
に
範
を
も
た
ら
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（
七
〇

し
た
一
新
紀
元
の
銭
で
あ
る
。
こ
の
「
開
通
元
宝
」
銭
に
つ
い
て

ほ
、
古
来
よ
り
「
開
元
通
宝
」
と
対
読
さ
れ
る
二
通
り
の
読
み
方

が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
現
在
で
は
「
開
元
通
宝
」
と
読
ま
れ
る
こ

と
が
常
識
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
元
来
は
「
開
通
元

宝
」
と
廻
読
す
る
の
が
正
し
い
と
思
考
す
る
。

考
古
学
講
座
『
貨
幣
』
（
三
上
香
哉
著
）
、
『
東
亜
銭
志
』
（
奥
乎

昌
洪
著
）
に
よ
れ
ば
、
当
時
の
諸
々
の
書
物
を
例
出
し
「
開
通
元

宝
」
と
廻
読
す
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
「
開
元
通
宝
」
と

読
ま
れ
る
根
拠
は
、
旧
唐
書
食
貨
志
に
「
武
帝
四
年
七
月
廃
―
―
五

蛛
銭
1

行
1

1

開
元
通
宝
銭
四
…
…
開
元
銭
之
文
給
事
中
欧
陽
詢
制
レ

詞
及
書
。
時
称
-1
其
功
＿
其
字
含
1

一
八
分
及
隷
体
f

」
と
見
え
、
新
唐

書
食
貨
志
に
も
「
武
徳
四
年
鋳
一
＿
開
元
通
宝
銭
f

径
八
分
。
重
二

蛛
四
索
。
」
と
見
え
る
。
又
南
宋
の
洪
遵
の
「
泉
志
」
に
も
開
元

通
宝
と
あ
り
、
略
称
し
て
開
元
銭
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
玄

宗
の
鋳
た
銭
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
五
代
に
旧
唐

書
編
纂
さ
れ
て
以
来
開
元
通
宝
と
対
読
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

（
東
亜
銭
志
）
。
現
に
先
般
（
五
十
四
年
九
月
）
北
京
よ
り
届
い
た

「
文
物
」
に
も
開
元
通
宝
と
書
か
れ
て
お
り
、
中
国
の
学
者
さ
え

開
元
と
対
読
す
る
こ
と
が
常
識
と
な
っ
て
い
る
。
故
に
現
代
で
は

廻
読
で
も
対
読
で
も
特
に
問
題
に
せ
ず
二
通
り
の
読
み
方
を
し
て

い
る
が
、
元
来
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
を
検
討
し
て
み
る
必
要
が
あ

る
と
思
う
。
本
学
の
開
通
元
宝
銭
は
会
昌
開
元
五
枚
を
含
む
二
十

一
枚
を
所
蔵
し
て
い
る
。

次
に
わ
が
国
の
銭
貨
に
つ
い
て
見
る
と
「
和
銅
開
称
」

八
年
）
が
鋳
造
さ
れ
て
以
来
、
万
年
通
宝
以
下
の
「
皇
朝
十
二

銭
」
が
発
行
さ
れ
た
が
、
い
づ
れ
も
世
に
広
ま
ら
ず
、
中
国
渡
来

銭
が
使
用
さ
れ
、
慶
長
通
宝
、
元
和
通
宝
も
少
量
鋳
造
さ
れ
た
の

み
で
終
っ
た
。
寛
永
年
間
に
至
り
各
藩
で
「
寛
永
通
宝
」
が
鋳
造

さ
れ
、
幕
府
に
お
い
て
も
ニ
ヶ
所
で
鋳
造
す
る
に
至
っ
て
、
数
世

紀
間
混
乱
し
て
い
た
銅
銭
の
統
一
を
見
た
。
そ
し
て
幕
末
慶
応
年

間
ま
で
鋳
造
さ
れ
、
あ
る
記
録
に
よ
る
と
四
百
億
枚
に
上
る
と
い

う
。
又
幕
末
に
「
文
久
永
宝
」
も
発
行
さ
れ
た
。
こ
の
間
も
ち
ろ

ん
、
大
判
、
小
判
、
丁
銀
、
豆
板
銀
、
一
分
判
金
、
二
朱
銀
、
藩

札
等
が
鋳
造
発
行
さ
れ
、
徳
川
貨
幣
制
度
が
確
立
さ
れ
て
い
っ

た
。
本
学
の
「
寛
永
通
宝
」
銭
は
、
鉄
銭
十
五
枚
を
含
む
大
半
が

寛
文
江
戸
亀
井
戸
銭
公
寛
文
八
年
（
一
六
六
六
）
鋳
造
〕
で
あ
り
、

背
に
文
と
刻
さ
れ
、
俗
に
「
文
銭
」
と
称
せ
ら
れ
て
お
り
、
京
都

方
広
寺
の
銅
仏
が
破
損
し
た
の
で
、
鋳
つ
ぶ
し
て
鋳
造
さ
れ
た
も

の
と
い
う
。
他
に
明
和
江
戸
千
田
新
田
真
鍮
銭
、
元
文
大
阪
高
津

銭
な
ど
が
あ
る
。
そ
の
他
天
保
通
宝
、
琉
球
通
宝
は
当
百
銭
と
い

び
た

わ
れ
る
大
判
銭
で
あ
る
。
又
鋸
銭
と
い
っ
て
民
間
に
お
い
て
私
鋳

し
た
銭
貨
で
、
劣
悪
な
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
も
同
時
に
使
用

さ
れ
て
お
り
、
開
元
銭
よ
り
渡
来
銭
、
皇
朝
十
二
銭
等
多
く
の
模

倣
銭
が
鋳
造
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
価
値
比
率
は
精
銭
の
五
割
か
ら

一
割
で
、
江
戸
時
代
に
は
永
楽
銭
一
貫
文
に
対
し
、
鋸
銭
ほ
一
様

に
四
貫
文
と
決
め
ら
れ
て
い
た
。

以
上
若
干
の
貨
幣
資
料
を
紹
介
し
た
が
、
そ
の
他
一
覧
表
の
如

く
、
多
種
類
の
貨
幣
を
所
蔵
し
て
い
る
。
貨
幣
の
歴
史
は
そ
の
ま
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年年年年年年年年年年代代代

初

鋳

年

二
四七ーニ四ーー一三ーーーニ

枚
数

ま
人
間
の
生
活
文
化
史
で
あ
ろ
う
。
政
治
、
経
済
、
社
会
、
文
化

等
す
べ
て
に
影
響
し
、
悲
喜
劇
を
生
ん
で
き
た
。
貨
幣
史
を
ひ
も

と
く
と
き
、
ロ
マ
ン
が
あ
り
、
哀
愁
が
あ
る
。
し
か
し
厳
し
い
現

実
も
ち
ら
り
と
の
ぞ
か
せ
る
。
貨
幣
を
基
礎
と
し
た
研
究
を
や
っ

て
い
る
人
に
は
一
見
の
価
値
は
あ
る
。
今
後
さ
ら
に
一
層
資
料
の

充
実
を
は
か
り
、
図
鑑
類
等
を
発
刊
し
、
研
究
者
の
利
用
に
供
し

た
い
と
思
う
次
第
で
あ
る
。

こ
の
資
料
を
紹
介
す
る
に
当
り
横
田
、
網
干
両
先
生
に
は
諸
々

ご
指
導
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

政大崇崇聖元紹元元熙治治嘉嘉清至皇景明天天祥祥景咸至淳太
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靖治徳鮮楽武中正大淳定慶宋祐煕平定定膳泰元煕定煕隆興炎和

通通通通通通通通通元元通元天通通通通通通通元通元元元通通

宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝：宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝

明明明季明明明元元南南南南南南南南南南南南南金南金南南宋
朝 宋宋宋宋宋宋宋宋宋宋宋宋宋宋宋宋
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文琉箱天寛慶神
日

久球館保永長功本

永通通通通通開古
銭

宝宝宝宝宝宝宝

光同同咸咸道嘉乾蕪洪常昭利康弘順崇天万

緒治治豊豊光慶隆正化乎武用煕光治禎啓暦

通重通重通通通通通通通通通通通通通通通

宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝
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